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指導課短信

µ ´
1 個に応じた指導等の現状

　平成 18年 5月の教育課程連絡協議会で
提出いただいた数学に関する調査の結果
がまとまりました。数学科の学習習熟度
別指導については，公立高等学校 143校中
56校が行っており，実施率は 39.2%でし
た。2クラス 3講座展開や 1クラス 2講座
展開など，少人数のレッスンルームを実施
する学校が多くなっています。

　また，ティームティーチングを実施して
いる学校は，前年度より 7校増え 13校で
した。この他にも多くの学校で，補習，グ
ループ指導，個別指導，生徒同士が教えあ
える時間の確保など様々な形で「個に応じ
た指導」が行われています。さらに，観点
別評価の導入については，前年度より 14
校増え，公立高等学校 143校中 105校が
行っており，その割合は 73.4%でした。観
点別評価の内容については，多くの学校が
シラバスの中に提示しています。

2 千葉県高等学校教育課程研究協議会

　去る 7月 25日 (火)，千葉女子高等学校
において，千葉県高等学校教育課程研究協
議会が，学習指導要領等に係る説明・協議
を行い高等学校の数学教育の改善・充実を
図ることを目的として，開催されました。

　講師として，文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官である永田潤一郎
先生をはじめ，﨑山廣和先生，田中正夫先

生，中村秀夫先生，池谷隆先生，増田史朗
先生をお迎えし，以下のような内容で行わ
れました。

説明 1 「これからの数学科における指導の
在り方について」
-「特定の課題に関する調査」の結果から
見えるもの-

文部科学省初等中等教育局教育課程課
教科調査官　永田潤一郎 先生

説明 2 「平成 18年度高等学校数学科の課題
について」

安房高等学校 池谷　隆先生

説明 3 「数学的活動を取入れた学習指導の
工夫」

流山北高等学校 増田史朗先生

説明 4 「数学的な見方や考え方の良さにつ
いて」

小金高等学校 坂本大輔先生

説明 5 「習熟度を高めるための個に応じた
指導」

四街道高等学校 横田弘之先生

　永田先生からは，教育課程改訂の進捗状
況について，「新しい時代の義務教育を創
造する (答申)」中央教育審議会 (平成 17
年 10月 26日)を基に，「教育改革のため
の重点行動計画～どの子どもにも豊かな
教育を～小坂文部科学大臣」(平成 18年 1
月 17日)，「審議経過報告」中教審初等教
育分科会教育課程部会 (平成 18年 2月 13
日)，「中教審教育課程部会高等学校部会」
といった順に，現在まで審議を進めてきて
いる，との詳しい説明がありました。

　また，高等学校教育を考える視点とし
ては，共通性と多様性をどのように捉え
るか，高校生が求めているものは何かを考
え，数学科の特色は授業で出すべきである
といった話がありました。
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　さらに，指導に関する課題や授業を変え
る 6つのステップ，「特定の課題に関する
調査」からみえてきた中学校と高等学校の
接続に関する課題等について説明もあり
ました。

　池谷先生からは，本年度の教科担当指導
主事連絡協議会における協議内容を踏ま
えて，数学科の課題，コミュニケーション
と表現，指導上の課題，中教審教育課程部
会審議経過報告の概要について説明があ
りました。中でも，数学の有用性を実感で
きる指導や，実生活と関連させた指導を重
視し，「基本的な概念の理解」，「自分の言
葉で表現すること」，「対話を重視した授業
を工夫すること」が求められることになる
という話がありました。

　次に，増田先生からは，数学的活動を取
り入れた学習指導の工夫についての紹介
がありました。数学の授業に，体験的な活
動を取り入れたものや，実験などの具体的
な活動をとおして法則を確かめる活動を
取り入れたもの，既習の法則を用いる活動
と，他の領域の考え方を用いる活動を組み
合わせた活動を取り入れたものなど，興味
深い内容が報告されていました。

　次に，坂本先生からは，授業の中で，「生
徒が考える場面」の設定や，発問方法の工
夫についての実践報告や，「別解」を考え
させる授業実践例等，具体的な実践例の説
明がありました。

　続いて，横田先生からは，習熟度を高め
るための「個に応じた指導方法」として，
「ノート指導」の実践報告や，「座席表によ
るチェック表」の導入，「学習カルテ」の
作成など観点別評価につながる実践報告
がありました。

　関係の先生方の御協力に感謝申し上げ
ます。

3 平成 18年度公立高等学校入学者選抜学力
検査における数学の結果

　全体の平均点は，52.5点で，前年度と
比べて 0.6点低くなりました。基礎的・基
本的な内容を問うものは，従来どおり正答
率が高いのですが，平面図形，文字式の内
容や複数の学習内容を利用して解く問題，
さらに，総合的な力や論理的に思考する力
などを見る問題については正答率が低く，
全体の平均点が下がった要因と考えてい
ます。

4 教科研究員 (平成 18・19年度)

　平成 18・19年度の数学科教科研究委員
を次の方々にお願いしました。教科研究
員の先生方には，数学科における指導内容
や指導方法について，実践をとおして研究
していただき，その成果を報告書としてま
とめていただくことになります。

梅井　泰浩 (千葉南高等学校)
串戸　広弥 (千葉西高等学校)
谷野　宏之 (八千代高等学校)
高橋　広明 (松戸六実高等学校)
鈴木　洋松 (岬 高 等 学 校)

　なお，平成 16・17年度の報告書は，す
でに各学校に配付されていますので，過去
の報告書に加えて積極的に活用してくだ
さい。


